
新世紀のご挨拶

おしらせ：12月27日（水）から１月４日（木）までは年末年始休暇のため閉館いたします。ご了承ください。

          E-mail:info@obs.misato.wakayama.jp
           HomePage:http://www.obs.misato.wakayama.jp/

メガパーセクメガパーセクメガパーセクメガパーセクメガパーセク 200101
〒640-1366和歌山県海草郡美里町松ヶ峯180
TEL :073-498-0305   FAX:073-498-0306

NO.67

マイクロ波通信

　新年明けましておめでとうございます。
　今年は、21世紀の幕開けという記念すべき
年です。世紀をジョイントする大晦日の深夜
は、世界各地で、熱気に満ちたイベントが繰
り広げられ、人々は、新しい世紀に何かを期
待し興奮をしました。
　果たして、私たちの住む地球環境は21世紀
中にどのように変化して行くのでしょうか。
やはり、昔のように三世代同居が人格形成上
に、教育的に最も良いという結論になってい
るのでしょうか。あるいは、核家族化がさら
に進み土地つき一戸建てを求め、月まで行っ
て住んでいるのでしょうか。考えれば果て切
りがありません。
　人工衛星が最初に月に打ち上げられたの

段木 晃　美里町長

は、昭和43年のことでした。再使用有翼ロケット「スペースシャトル」の初飛行が
昭和61年ですから、今から15年前のことです。宇宙ステーション内での滞在記録
は、今のところ430日余りです。このように考えてゆきますと、もうすぐ、宇宙旅行
のクーポンが売り出されるかもしれません。
　まさに、楽しみは尽きまじの宇宙です。この宇宙を、一年中見つめつづけている
のが、我町の、星の動物園「みさと天文台」です。隣接の情報通信センターでは、
世界中と最新の情報を交換し、利用するお客様のニーズに合わせ配信をしていま
す。
　明るい話題としましては、今年から光ファイバーを全町内へ整備して、来るべき
電子商取引時代に対応して参ります。こうなりますと、いよいよIT時代の幕開けで
す。みさと天文台では、刻々と変化する宇宙のすばらしさを、リアルタイムで皆様
にお伝えすると共に、最新の世界情報を、皆様へ配信する役割を研究員ともども十
分発揮してまいりたいと考えています。また、さまざまなイベントをタイムリーに
開催してまいりますので、是非のご来園を心よりお待ち申し上げております。
　21世紀の出発の年、皆様に取りまして宇宙の星のように美しく輝く年であります
ようご祈念申し上げまして、私の年頭のご挨拶とします。

　 新年おめでとうござい
ます。
　みさと天文台の活動はい
まや教育と「ＩＴ」にひろ
がって、町民とのつながり
を強め、美里町の名を全国
版にしています。ひきつづ
き”目立って”活動してい
きたいと思います。
　この新年は千年期（ミレ
ニアム）の特別のもので、
人間の長い歴史に想いを馳
せるいい機会です。千年前

というと、日本では、「枕草紙」「源氏物語」などで平安女流作
家の活躍した時代で、さらに千年さかのぼればまだ、邪馬台国よ
り前の、弥生時代の中期です。そして今から千年先を考えると人
類は無事に生活しているのだろうかと心配になる昨今です。
　地球や宇宙の歴史は何百万年や何億年の時間間隔で語られます
が、人間の歴史は数十年で目まぐるしく変化します。村や集落の
消長、道路や建物、といった風景の変貌もありますが、もっと激
しいのが私たちの心の変化です。ではこのうつろい易い心が変な
方向に流れないように繋ぎとめるものは何でしょう。このことを
人間はあれこれ考えてきましたが、たとえば、儒学には「知致格
物」という警句があります。これは「心の理」と「物の理」を求
める行いが互いに関連していると言っているのです。二つの理の
中身というよりは、理を求める精神の共通性をいってるいのだと
思います。
　大きな空を眺めたり、夜空に星の瞬きを見ていると、妙に懐か
しい気持ちが込みあげてきます。自然のなかで育まれてきた人間
なのだから当然とも言えます。目を遠い天に向けるように、知識
をひろげて心を豊かにし、幸せなくらしをこころがけたいもので
す。
　今年もよろしくお願いします。

尾久土 正己　天文台長

「21世紀の公開天文台」
　21世紀になって、世の中が急に変
わるわけではないが、世紀の変わり
目に社会の中で急速に変化している
ものといえば、「ＩＴ：情報技術」
であろう。21世紀の公開天文台の姿
を模索する上で、ＩＴは重要なポイ
ントになるに違いない。
　幸いみさと天文台は、世の中が国
のトップのＩＴのかけ声で一斉に重
い腰を持ち上げた2000年から遡る
こと５年前、ＩＴを積極的に活用し
た天文台として産声をあげた。ネッ
ト上につながった宇宙映像は、世界

的にも貴重な存在で、みさと天文台
の活躍は内外で高く評価された。こ
の５年間の活動を一言で言うなら、
積極的に天文情報を高い頻度で発信
してきたことになる。
　この５年間、次第にネット上につ
ながった天文台施設は増え、数年以
内には、つながっていない天文台の
方が珍しくなるに違いない。また、
ネットを利用する市民の数も鰻登り
であり、ほとんどすべての家庭が、
ＴＶのようにネット上の情報を利用
する時代も目前に来ている。
　つまり、発信するにしても、その
質が問われる時代に来ており、また
市民側がネット上での活動に参加し

やすい環境が整いつつある。発信に
関しては、例えば、みさと天文台の
オリジナル映像に関して、まだこの
原稿を書いている段階では公開され

ていないが、ここ１年の間に、小澤
研究員を中心に、非常にすぐれた画
像情報が蓄積されており、その公開
は天文教育に大きな貢献をするに違
いない。市民の参加については、ま
さにこれからの私たちの課題であ
り、天文台の活動にネット上から参
加できる仕組みの構築が急務であ
る。
　21世紀の公開天文台は、ＩＴに
よってネットワーク上にもその活動
の空間を広げ、地域や国の壁を越え
て世界中の市民によって利用される
ようになるのだろう。その先頭を私
たちみさと天文台は走っていきた
い。

佐藤 文隆　名誉台長



　ちまたでは20世紀を総括する話題
であふれかえった年の瀬でしたが、
ご多分に漏れず、みさと天文台でも
同様の企画を取り上げました。しか
し、みさと天文台は天文学的価値だ
けにとらわれることないニュース選
びを行っています。
　天文台の職員が思い入れたっぷ思い入れたっぷ思い入れたっぷ思い入れたっぷ思い入れたっぷ

りにりにりにりにりに選んだ20世紀の天文ニュース
です。各人の選択理由をお楽しみく
ださい。

・選定理由（尾久土正己）
　この法則だけからわかることは、
銀河が我々から遠ざかっているとい
うことであるが、法則の発見と前後
して予想された理論と組み合わせる
と、この宇宙、つまり「この世」が
不変ではなく、膨張しながら変化し
ていることを示している。この世そ
のものの仕組みが望遠鏡を通して発
見されたということは驚きである。
科学が神の世界に近づいた発見の１
つである。
・選定理由（矢動丸泰）
　空を見上げているだけではまった
く感じられない「宇宙は膨張してい
る」という事実の発見は20世紀の天
文学に大きなインパクトを与えまし
た。いま宇宙が広がっているなら
ば、時間を遡って考えると宇宙はど
んどん小さくなりある一点になって
しまうはず。これは、ビッグバン理
論につながりますし、無から宇宙が
誕生するという現在の宇宙論の考え
方の一つにもつながってきます。宇
宙観のコペルニクス的転換がその後
の観測や理論へ大きな影響を与えた
のは事実です。

▲ハッブルの名前が付けられたアメ
リカの宇宙望遠鏡。（画像：
NASA）

ニュートリノ天文学

・選定理由（尾久土正己）
　1987年、マゼラン星雲で起きた
超新星爆発では、光では観測できる
はずのない、日本のニュートリノ検
出装置によって、超新星爆発に伴う
ニュートリノ放出が発見された。超
新星爆発の爆心でのメカニズムを直
視できた非常に価値のある観測であ
る。このニュートリノを使った観測
では、太陽の中心部も見通すことが
できる。しかし、その観測結果は、
太陽理論と一致せず、物理学の大き
な難問であった。しかし、近い将
来、その謎が解かれそうな気配であ
る。新世紀の大発見になるのだろ
う。

人類、月へ

・選定理由（小澤友彦）
　アポロ11号の月面着陸から31年
と５ヶ月余り。私が生まれて31年と
５ヶ月余り。（年がばれましたね。
笑）この偶然が、私の今の仕事を左
右したといってよいでしょう。小さ

い頃から、「月着陸の
衛星中継を見て、しば
らくしてからおまえが
生まれたんだよ」と聞
かされて育ち、無意識
のうちに自分の中に宇
宙とのかかわりを感じ
ていたのではないで
しょうか。
　小学校の低学年の頃
には、星座早見版を片
手に自宅の庭から良く
星空を見上げていまし
た。高学年になると望遠鏡欲しさに
駄々をこね、両親を困らせたのを覚
えています。
　中学では天文部の部長を務め、高
校に入るとハレー彗星見たさに、
オーストラリアへ行く夢をみながら
アルバイトばかりする生活を送って
いました。その夢が叶い、オースト
ラリアへ行く事ができ、そのとき知
り合った国立天文台の方とは、今で
も酒を飲みながら「あのときの高校
生が小澤君だったんだね～。」と
笑って話します。
　これほど星が好きなのも、この
ニュースを親から聞かされて育った
事が全ての根源にあると感じて選ば
せて頂きました。

▼ニュートリノ検出に使用された装
置の一部。この部品11200個と５万
トンの水で作られた観測装置は地中
深くに設置されている。

背景放射の発見

・選定理由（尾久土正己）
　宇宙の始まりの直後の世界を観測
的にとらえた、今世紀最大の発見で
ある。この発見にノーベル賞が与え
られていることからもそのインパク
トの強さを知ることができる。な
お、この発見のエピソードを読む
と、世紀の発見が偶然から生まれた
ものであることわかる。発見劇から
みても、世紀の発見にふさわしい。

▲1969年７月にアポロ11号が着陸
した「静かの海」。

・選定理由（矢動丸泰）
　惑星状星雲の分光観測を行なうと
非常に強く見られる輝線がいくつか
あります。その中のひとつは、地上
での実験でも何から発せられている
か分からなかったため、星雲の中に
ある特別な物質からの光だろうと理
解されていました。「星雲線」と呼

観測の多波長化

・選定理由（小澤友彦）
　古代の天文学は、星座の中を彷徨
う惑星の運行を調べ宇宙の構造を知
り、また星の見える方角や時間など
から季節や暦を数えたりしました。
この頃の天文学は、地上に据えた基
点を元に方角、高さなどを肉眼で調
べるものでした。
　17世紀初頭に開発された望遠鏡
は、遠くの小さな天体を大きく見
せ、また肉眼では見ることのできな
い暗い星を眺める事に利用され、宇
宙にあるさまざまな天体の姿を伝え
ました。このように19世紀までの天
文学は、"光"を使った天文学で占め
られていました。
　1933年アメリカのジャンスキー
は、偶然にも波長14.6mの波長を持
つ電波が銀河から来ていることを発
見しました。これが光以外のもの

▲小澤研究員

（可視以外の波長）による観
測の初めではないかといわれ
ています。またＸ線での観測
は、1946年アメリカがドイツ
から捕獲したV-2ロケットに
より始まったといわれ、当初
は太陽を主な対象としていま
したが、1962年頃から他の天
体へと広がってゆきました。
　気球や人工衛星など観測装
置の搬送機器、またカメラに
使用されるセンサーなどの発
達が、赤外線や紫外線、ガン

マ線などさまざまな波長での観測を
可能にしたといえます。
　このように20世紀の天文学は、多
くの科学技術を集大成し新たな天文
学の始まりを告げた世紀といえるで
しょう。

星雲線の同定

１位：ハッブルの法
２位：ニュートリノ天文学
２位：月面上陸（1969）　
２位：背景放射の発見（1
５位：パルサー（1967）　１票
５位：観測の多波長化（1933、
５位：星雲線の同定（1928）　
５位：人が陸地以外を移動でき

ハッブルの法則



1965年：宇宙背景放射
1967年：パルサー
1987年：ニュートリノバースト
　私が大学院に入ったのは1960
年、上の三つの大ニュースは自分の
研究生活も支配した。最初はプラズ
マ物理だったので、当時、天文学の
意識はなかった。プラズマは核融合
とスペース科学に関連する新しい分

ばれていた輝線が酸素から発せられ
た光であると同定したのがアメリカ
の天文学者ボウエンです。
　私は学生時代、惑星状星雲の分光
観測を行なっていたため、いろいろ
な天体のこの輝線を見てきました。

▲岡山天体物理観測所で観測した
データと観測天体の図。（一部画
像：NASA）
▼矢動丸研究員

人が陸地以外を移動
できるようになった事

・選定理由（豊増伸治）
　20世紀の３大ニュースとしては、
おそらく人類の技術が進んで宇宙に
出られたり、非常に遠
くの現象を科学的に語
れるようになったこと
かと思います。例えば
アポロ、例えば電波天
文学、例えば原子力エ
ネルギー、例えばコン
ピュータ、、、
　物資的には、これだ

▼豊増研究員。これは20世紀最高の
ポートレートです(笑)。「今の方が
もっと味があっていいんじゃないです
か？」と言われて、ちょっとうれしい
気もします。これからも、もっといい
ポートレートができるよう、今年も地
道に、自分に素直に頑張りたいと思い

ます。ご迷惑
をおかけする
ことも多いか
と 思 い ま す
が、４千年期
へ向けての１
日１日の努力
に、今後とも
協力・チャレ
ンジしていた
だけたら幸せ
です。

け多くの人口を支えら
れるようになった事が
２千年紀の非常に大き
な変化だと思いますが、個人的
には、人が陸地以外を移動でき
るようになったことを２千年期
の一大ニュースとしてとりあげ
たいと思います。もちろん、古
代から海を渡る人もいたので
しょうが、２千年期には技術で
もって大きな船を作り、海をわ
たり、新しい土地を開拓してき

名誉台長が選ぶ
二十世紀の三大発見

野だった。人工衛星で始まったス
ペース科学は宇宙線と関係し、宇宙
線の起源は超新星と関係する、など
のつながりで、博士過程に入った頃
にはにわか勉強でひとかどの宇宙物
理者に転身していた。
　その頃から、いわゆる宇宙の「発
見の時代」がはじまった。電波と光
学競演でのクエーサーの発見から始
まり、つづいて３Ｋ放射、パル
サー、Ｘ線星などと続いた。ビッグ
バン宇宙での元素形成の計算中だっ
たので「宇宙背景放射（３Ｋ放
射）」の発見は感動だった。パル
サーの発見は物理学の予言の確かさ
に感銘を受けた。両方とも発見者の
意図しない偶然の幸運であった。超
新星SN1987Aの出現は、毎日のよ
うに興奮だった。ニュートリノもＸ
線も日本が主導だったから臨場感は
特別だった。
　天文学の1960年当時の状況を語
るキーワードは「天体核」で、原子
核の物理が星の進化と元素の起源を
とき明かし、「ＨＲ図」「種族Ｉ、
種族ＩＩ」「球状星団」「ハロー」
「元素存在比」「超新星」「化学進
化」など、天文観測もこの方向で動
機づけられていた。
　上の三つの大発見は、原子核に加
えて、一般相対論とニュートリノな
どの素粒子物理を天文学に結び付け
るようになった。

１月のイベント

１月の観望会の予定

★１月の天文教室
　21世紀最初の天文教室なので…。
内容：「21世紀を予想する」（仮）
講師：矢動丸 泰　研究員
日時：１月21日（日）午後２時から

休館：毎週月曜日・毎月第一火曜日
開館時間：午後１時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内：
午後１時30分、３時、４時30分

昼間の施設見学について

デジタル工房説明会

　デジタル工房のご利用は、町内在
住あるいは在職の方で説明会におい
て登録を済ませた方に限ります。今
月の説明会は、１月14日(日)午後２
時からです。もし説明会への参加が
困難な場合は電話でご相談下さい。

連載　今月の星空
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　今月はなんと言っても、「21世紀
最初の」という形容詞がつく天文イ
ベント２種を見逃すわけにはいきま
せん。
　まずは、３日午後９時にピーク予
想のある「りゅう座流星群」。夜半
過ぎには月も沈むので、観測コン

ディションは上々。寒さ対策をしっ
かり整えて観測をしよう。
　10日の未明から明け方にかけては
全国で「皆既月食」がみられる。西
の空に傾きながら様子を変えていく
月の姿は幻想的である。正月の間に
なまった体を引き締めるためにも少
し早起きをして空を眺めてみません
か？

法則（1929）　３票
学（1987）　２票
　２票

（1965）　２票
１票
3、他）　１票
　１票
きるようになったこと　１票

　観望会の内容は当日の天候、参加
者数になどで臨機応変に変わりま
す。あらかじめご了承下さい。
観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜
開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻　午後７時15分、午後８
時、午後８時45分の３回（途中参加
はご遠慮下さい）
参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
５(金)～７(日)：M15、M42、他
11(木)～14(日)：木星、土星、他
18(木)～21(日)：冬の星座、土星他
25(木)～28(日)：M15、M42、他

たわけです。20世紀も末になり、先
進国では多くの人がさらに気軽に地
球の中を飛び回れるようになりまし
た。また、膨大なエネルギーを浪費
し、移動しただけでは、それだけで
生活が豊かになるわけではないこと
も実感しました。

もちろん、この輝線の正体を知って
いましたが、輝線の作り出す様々な
形に惹かれたのは事実です。いまで
こそ宇宙に存在する未知なる物質か
らの信号はあまり多くありません
が、いまなお、何の物質から発せら
れているのか不明な信号が存在して
います。これらに「星雲線」のよう
な特別な名前が付けられていないの
は残念です。

みさと天文台通信
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粟野・他「スペクトル博物館」より

Misato 天文ダイアリー (11/16～12/15) 報道取材・記事掲載

１１月
17日、18日：しし座流星群観
望会（小）
18日：しし群画像チェック
（矢）
23日：脱輪
23日～３日：連夜観測（小）
(NGC 2261、NGC 2264、
M33、NGC 891、NGC 21、

学校等、来台・出張講演

M78、北天の日周運動等)
１２月
１日：カシオペア座観測（矢）
３日：健康１０ヶ寺ウォーク
７日：和歌山新報新年企画用資料作
成

９日：模様替え
11日：忘年会、わかてん発表（小）
12日：ル・クプルミニコンサート
13日：ふたご座流星群観測（小）
14日：ふたご座流星群観測（小）

ル・クプルのお二人が天文台にやっ
て来ました。美里町に滞在し、美里
をテーマにした曲を作ってくれまし
た。あの曲も歌って下さり、その瞬
間はまさに「ひだまり」でした。

１１月
16日：登美ヶ丘高校テレビ授業参
加（尾、矢）
25日：那賀町「よりみち学校コス
モス」観望会（尾）
１２月
９日：那賀町「よりみち学校コスモ
ス」講演（矢）
13日：西大和学園中学校
15日：下神野小学校６年生講演
（矢）

１１月
17日：いこらジャーナル１面トップ
（尾久土レーベルＣＤ）
19日：毎日新聞（しし座流星群）
26日：毎日新聞（夜空に輝くダイヤ
モンド）
１２月
３日：毎日新聞（はくちょう座）、
和歌山放送ラジオ（健康ウォーク）
（豊）
５日：星ナビ（天文台紹介、尾久土
レーベルＣＤ）、月刊天文（尾久土
レーベルＣＤ）
10日：毎日新聞（クリスマスツリー
星団）
11日、12日：関西テレビ取材

　お送り頂いたアンケートを集計しました。ベスト３はご覧のとおりです。
　やはり、アポロ11号やバイキング１号のような世界を揺るがす大ニュー
スは記憶に深く刻まれるようです。また、彗星や月食といった神秘的な天文
現象も印象に残りやすいようです。一方で、ふとした瞬間に自然の美しさに
出会うといった個人的な体験も人の心に長くとどまるようですね。

彗星を選んだ理由：
「ものごころがつくかつかないかの
頃に父親に連れていかれてわけもわ
からず見に行った。手作りの望遠鏡
では全く見えず、結局となりのおじ
さんの望遠鏡で見せてもらった。し
かし、尾が短く、子供なりに期待を
裏切られた記憶がある。」（大学

★尾久土台長
　個人的に一番期待している発見
は、地球外文明の存在を発見するこ
とである。我々は、日本に住んでい
ると気がつかないが、海外へ行くと
現地で出会う日本人に対して、非常
に仲良くする傾向がある。このこと
は、もし、地球外の文明が発見され
れば、地球人として、世界中の人々
は仲良く結束するのではないかと想
像することができる。せっかく新し
い世紀なので、国という意識を脱ぎ
捨てて、星という単位での所属意識
を世界中の人々に持ってもらいたい
と期待している。

★佐藤名誉台長
・太陽系以外の惑星の発見
・国際宇宙ステーションとの定期便
・天文データの解析を学校生徒やア
マチュアがするようになる

★矢動丸研究員
　21世紀も引き続きいろいろな観
測が行なわれるでしょうが、地球か

▼ボイジャー探査機に貼り付けた地
球外文明への手紙。(画像：NASA)

ら得られる情報には限界は存在する
でしょう。次に大きく宇宙論や世界
観が変わるときは、地球外生命との
遭遇や彼らとの情報交換が可能に
なったときかもしれません。まだま
だ宇宙には謎が存在していることは
確かです。期待感を胸にいだいて新
世紀も宇宙を見つめていきたいと思
います。

★小澤研究員
　実は21世紀のあるイベント（天
文現象）を是非見たいと、だいぶ以
前から思っていました。そのイベン
トとは2012年の金環食。少し前に
なりますが、Dreams Come Trueの
皆さんが歌う「時間旅行」なる歌に
この事が出ており、その歌詞と相
まって、是非この金環食を見たいと
思うようになりました。
　天文台の仕事は、なかなか世の中
の多くの方には理解し難く、いろい
ろ辛く感じる事も多いのですが、自
分の好きな事を就職難のときにやっ
てゆけるだけでも十分幸せな事と思
い、頑張ろうと考えます。21世紀
を前に気持ちを引き締め、心機一
転、頑張りたいと思います。

★豊増研究員
　とにかく、未来はこれから作るも
の。ぼくの未来への心は、もっと画
期的な科学と技術で、もっと多くの
人がハッピーになれると確信してい
ます。きっと、1000年前に比べた
ら、はるかに多くの割合の人がハッ
ピーになったのではないかと思いま
す。これからもその延長です。もち
ろんぼくのアイディアと実力では、

全く足りません。ただ、今後につな
げてゆくために、少しでもできるこ
とはあるのではないかと思っていま
す。そして何代も努力して、その先
の人が、実現してくれればいいと思
います。そんな期待の第一歩をわず
かでも現実化することが、天文台も
少しは社会的に役に立つ部分でもあ
り、個人的には日々の小さな夢の実

現の支えでもあります。（もっと現
実的なことを考えなさいと、ずっと
言われ続けてきた20世紀でした。確
かにちょっとなんとかしないといけ
ないことがありますね、ハハハ。）

発表！！
貴方が選ぶ20世紀の天文ニュース

アポロを選んだ理由：
「このニュースが世界中を駆け巡ったのは1969年７月、丁度小学校３年生
の時で、幼少の頃から大きいものが好きだった私は宇宙に対して大変興味
のあった時期であり、印象深く想い出されます。」（40代男性）「アーム
ストロング船長の『これは１人の人間にとっては小さな一歩だが、人類に
とっては偉大な一歩である。』という言葉が心にガッツンときて一番心に
残っています。」（20代男性）「人類初。英知の確証。」（70代男性）
「私も行きたいから。（特に宇宙遊泳がしたい！）」（20代女性）他多数

バイキングを選んだ理由：
「新聞の１面を飾ったバイキング１
号火星着陸の記事を見て、火星に行
きたいと本当に思った。この頃の洪
水のような科学ニュースには圧倒さ
れた。テレビ番組「コスモス」も印
象的だった。生駒山宇宙科学館や電
気科学館へもよく通った。」（和歌
山大学・富田晃彦）生・石川耕平）「日本人が見つけ

たことに大変おどろいたため。」
（10代男性）「ハレー彗星到来の
とき龍神スカイラインに見に行っ
たが、正体を理解できていなく

星空を選んだ理由：
「高校入学した敏のお正月に、初めて行った白馬のスキー場で、満天の星
を見たこと。あんなに降るような星を見たのは生まれて初めてで、寒さを
ものともせず、感動したのを覚えています。」（30代女性）他

月食を選んだ理由：
「今年のちょうど自分の誕生日に起
きた神秘的出来事だから。」（10代
女性）

て、見ることすら出来なかった。百武彗星の時は、止まって見える彗星に
感激。Ｈ・Ｂ彗星は、５ヶ月間写真を撮った。」（50代男性）他

 ダントツの１位：アポロ11号月面到達
 ２位：彗星（ヘール・ボップ、百武、ハレー）
 ２位：降るような満天の星空
 ３位：バイキング１号火星到着
 ３位：月食


